
 
資料３ 

水源の活用方策などに係る千葉県との協議等状況について 

 

平成 29年度の県水政課や県水道局との主な協議等は、下記のとおりです。 

 協  議  等  概  要 

柏井浄水場における

水利権活用 

○千葉県水道局柏井浄水場の認可水量（※１）と実績値に差があるため、その余剰能

力の範囲で、第三者委託（※２）として活用できないか検討したが、以下の事実によ

り断念した。 

・早ければ平成 32年度に、第三者委託を行える余剰能力がなくなる。 

・第三者委託を行うには、認可変更の協議等に時間を要する。 

 

平成 29年 6月 13日 県水政課・県水道局との３者協議 

・県水道局から、八ツ場ダム運用開始が予定されており、早ければ平成 32年度に柏

井浄水場の余剰能力がなくなるとの説明があった。 

 

○水利権の活用方策については、県水政課と引き続き協議を進めていく。 

受水費の低減 

 

○受水費の低減を図るため、基本料金の基礎となっている、一日最大分水量を縮減し

ている。 

  一日最大分水量 基本料金予算額 前年度差 

平成 27年度 12,900(㎥/日) 724,073千円   

平成 28年度 12,800(㎥/日) 716,497千円 △7,576千円 

平成 29年度 12,600(㎥/日) 705,302千円 △11,195千円 

 

平成 29年 11月 9日 県水政課、県水道局計画課との３者協議 

・受水費の低減に向けて協議を行った。 

 

○受水費の算定方法の見直しについて、県水政課の協力を得ながら、県水道局と引き

続き協議を進めていく。 

市長による要望活動 ○知事や県議会議員に対し、千葉市水道事業の現状を説明し、以下のとおり要望等を

行った。 

・水源の活用方策について引き続き協議・調整をお願いしたい。 

・千葉県は県内水道の統合・広域化を進めているが、千葉市水道事業についても広域

化や広域連携ができるよう取り組みを進めていただきたい。 

 

平成 29年 8月 21日 知事と市町村長との意見交換会 

平成 29年 8月 28日、9月 1日 県市間行政課題等の説明会（県議会議員） 

 ※１ 認可水量 ：千葉県が認可を受けた計画で使用予定の水量。（施設能力） 

※２ 第三者委託：千葉市の水を千葉県の施設で浄水してもらうこと。 

  


